
国語の答えは反対側から始まります。

1年生 こたえ
お子さまが問題を解き終わったら、 〇つけをしてあげてください。

間違えやすいポイントやお子さまへの声かけのヒントを掲載しています。
間違えた問題はなぜ間違えたのか、 確認をしましょう。

おうちのかたへ
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　「カードが7枚ある」など、 物の個数を表す数を「集合
数」というのに対し、「左から5枚目」など、順序や位
置を表す数を「順序数」といいます。今回は、順序数に
ついて学び、物の位置を数を用いて表す方法を学習しま
す。
　 1 1 では、「5まいめ」「4まいめ」だけに注意がいき、

「ひだりから」「みぎから」を考えるのを忘れてしまうこ
とがあります。問題の図の「ひだり」「みぎ」を見ながら、
右と左のどちらを基準にして数えているのかを一緒に確
認するようにしましょう。 2 では、「なんまいめ」と「な
んまい」の違いに気づけるとよいでしょう。「ひだりか
ら　2まいめ」（順序数）は、1枚だけを指すのに対して、

「みぎから　2まい」（集合数）は、1枚目と2枚目の両方
を指すのに注意が必要です。
　 2 も、 1 と同様に問題の図の「うえ」「した」を見な
がら、上と下のどちらを基準にして数えているのかを一
緒に確認するようにしましょう。
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　数の構成の学習です。1つの数を2つ以上の数の和や
差として見ることで、数を多面的にとらえていきます。
今回の学習は、今後の「たし算」や「ひき算」の土台と
なりますので、しっかりと身につけておく必要がありま
す。
　数の構成の学習には、合成（ＡとＢでＣ）と分解（Ｃ
はＡとＢ）の2つがあり、1 は合成、2 は分解の問題です。
お子さまが戸惑われているようでしたら、おはじきや硬
貨などの具体物を並べて実際に操作しながら考えるとよ
いでしょう。
　 3 は、10の数構成についての問題です。10の合成と
分解は、1年生の算数において最大の山場である繰り上
がりのあるたし算、繰り下がりのあるひき算を理解する
ための鍵となるので、特に重要な内容です。夏休み以降
の学習を円滑に進めるためにも「6と4」「3と7」など、
あわせて10になる組み合わせを瞬時につくれるように
練習するとよいでしょう。

　 1 は、10までのたし算です。もしお子さまが指を使っ
て計算していても、無理に止める必要はありません。ま
ずは「いくつといくつ」の学習に戻り、おはじきや硬貨
などの具体物を使って「4と4で8」「5と1で6」などと
声に出しながら数える経験を重ねましょう。
　このように数の合成・分解を繰り返すことで、頭の中
に数量のイメージ（数の概念）が定着していきます。概
念さえ身につけば、自然と指を使わずに計算できるよう
になっていきます。
　 2 は、「増加（ふえるといくつ）」の場面です。もとも
と木にいる「2匹」に新たに「3匹」が加わることから、

「3＋2」よりも、「2＋3」のほうが、問題文に合った式
となります。
　たし算やひき算は、単に計算方法を覚えるだけでなく、
式が意味する場面を具体的に理解することが大切です。
式は、場面を数字と記号を用いて表すものです。文字だ
けの問題文を読んだときに、イラストのような場面を思
い浮かべられるようになるとよいでしょう。
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　文章題を解くためには、文章から問題の場面を把握し、
問われている内容をよく理解することが必要です。今回
は第３回とは異なり、問題に出てくる数とイラストの数
は一致していないため、より一層場面を想像する力が必
要になってきます。お子さまが難しく感じている場合、

「かき氷の数だけ○をかいてみよう。」など、図をかいて
整理するよう促すとよいでしょう。
　 1 は「合併（あわせていくつ）」、 2 は「増加（ふえる
といくつ）」の問題です。 3 は、一見すると増加のよう
ですが、次のようなステップでの理解が必要です。

赤いアサガオ　〇〇〇〇〇〇〇
青いアサガオ　●●●●●●●　●●
　　　　　　　　　

　このように小さいものの数と、小さいものと大きいも
のの差がわかっていて、大きいものの数を求める問題を

「求大」といいます。

　 1 は、10までのひき算の計算です。たし算のときと
同様、お子さまが指を使って考えている場合は、無理に
止めさせず、引き続き、おはじきや硬貨などを使って具
体物で数の合成や分解操作の練習をしていくとよいで
しょう。
　ひき算の文章題について、本書では、「求残（のこり
はいくつ）」、「求部分（ひくといくつ）」、「求差（ちがい
はいくつ）」の3つを主に取り上げています。
　 2 は求差の問題で、つまずきやすい内容です。問題に
沿って、スイカとメロンの数を半具体物「●」に置きか
えた後、スイカの「●」とメロンの「●」を１つずつ線
で結んで１対１の対を作るようにして考えると、結ばれ
ていない「●」の数が多い分の数になり、どれだけ多い
のかが、視覚的にもわかりやすくなります。
　 2 2 の式を「4－6＝2」のようにしてしまっている場
合は、「ひき算は、大きい数から小さい数をひく」とい
う原則をしっかり確認しましょう。

3＋3＝6

8＋2＝10

7＋2＝9

＝7
＝0
＝5

6 4 2
スイカ 2

＝2
＝3
＝4

●●●●●●

●●●●

① 赤いアサガオと
同じだけある。

② 多く咲いている数。
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　ひき算の文章題に取り組みます。たし算の文章題同様、
文章を読んでその問題の場面を把握し、問われている内
容をよく理解することが必要です。文章題に取り組む際
の子どもがつまずきやすいケースとして、「答えは求め
られるが式が立てられない」というケースや、「答えと
して求めるべき数が式の中に出てきてしまう」という
ケースがあります。そのような場合には、お子さまがど
のように考えたのかを説明してもらいましょう。言葉に
することで、問題の場面や自分の考えを整理することが
できます。説明ができたところで、「だからこういう式
になるんだね。」と、改めて式を立てたり、「問題にはこ
の数は出てこないね。」と立てた式を確認したりすると
よいでしょう。
　 1 は「求残（のこりはいくつ）」、 2 は「求差（ちがい
はいくつ）」、3 は「求部分（ひくといくつ）」の問題です。

　覆面算とよばれる問題です。同じ絵のところには同じ
数字が入り、異なる絵のところには異なる数字が入ると
いう考え方が基本です。
　 1 10－ ＝7で迷っている場合には、「10からどんな
数をひいたら7になるかな？」などと声をかけてあげて
ください。 にあてはまる数を求める計算は3年生以降
で学習するので、1年生では、 に1から順に数字をあ
てはめていく、という考え方で十分です。ここで求めた

の数は ＋ ＝4の式でも使うことに気づかせてあ
げるとよいでしょう。
　 2 で ＋ ＝8の式で戸惑っている場合は、「同じ数
を2つ合わせると8になる数はいくつかな？」などと声
をかけてあげてください。
　 3 では、 ＋ ＝8というところで、わからない数
が2つ出てくるので迷ってしまうかもしれません。 や

にあてはまる数は1から9の数字のどれかなので、
「もし が1だったら は何かな？」などと声をかけ、

－ ＝4となる組み合わせを探してみてください。

9−3＝6

8−6＝2

10−5＝5

カニが　２ひき　おおい。

6ぽん

5わ

3

9

6

1

4

2
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　 第6回までは、「『たしざん』と書いてあるからたし算
の問題」「『ひきざん』と書いてあるからひき算の問題」
のように、たし算を使うのかひき算を使うのか迷うこと
なく答えを求めることができていたかもしれません。と
ころが今回は、たし算を使うのか、ひき算を使うのかを
問題を読んで自分で判断する必要があります。そのため、
少し時間がかかる場合もあるかもしれませんが、お子さ
まにじっくり取り組むよう促してください。
　 1 1 は「あわせて　□こです。」とあるので、たし算
を使えばよいことがわかります。
　 2 は、「4＋5」を模範解答としましたが、

「3＋1＋5」と3つの数のたし算で考えている場合でも、
問題の場面をきちんと理解できている証拠ですので、○
をつけてあげてください。
　 3 は、ナスがキュウリよりどれだけ多いかを求める問
題なので、ひき算を使います。「2－4＝2」のようにし
てしまっている場合は、「ひき算は、大きい数から小さ
い数をひく」という原則をお子さまにしっかり伝えてあ
げましょう。

　たし算とひき算の文章題です。発展的な問題も取り上
げましたので、場面が理解しにくく、難しく感じられる
かもしれません。問題文から場面を読み取り、たし算か
ひき算かを考えるためにも十分な時間を確保し、じっく
りと取り組むとよいでしょう。わかりにくい場合には、
おはじきや硬貨などの具体物や●をかいた図などを用い
て考えてみるよう促してあげましょう。
　 1 は、ひき算の「求小（小さいほうの数量を求める）」
の問題です。あるものよりもどれだけ少ないかが示され
ているので、ひき算を用います。
　 2 は、過条件と呼ばれる問題で、問いとは関係のない
数をあえて登場させている問題です。今までの問題は、
出てきた数どうしを組み合わせれば答えを求めることが
できましたが、この問題では、自分で用いるべき数を見
極める力が必要です。
　 3 は、さらに場面の想像が難しい問題です。「おりた」
というひき算を連想するような言葉がありますが、実際
には、たし算を用います。

3＋1＝4

4＋5＝9

4−2＝2

10−7＝3

5＋3＝8

9−5＝4
わたあめが  4ほん  おおい。

3にん

8にん

3

5

2 4
2

2

1

4

4

9

4

9
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　今回からは、物語を読みながら、物語のいろいろな場
面で算数の問題を解いていきます。本書の第 9 回まで
の内容を繰り返し学習します。物語を楽しみながら問題
に取り組めるとよいでしょう。
　今回は「なんばんめ」の単元の復習です。
　 1 1 は棚が何段あるか数えましょう。
　 2 3 で何段目かを数えるとき、問題の図の「うえ」「し
た」を見ながら、上と下のどちらを基準にして数えてい
るのかを一緒に確認するようにしましょう。
　本棚やロッカーなど、お子さま自身が使用したり目に
したりする機会も多いかと思います。日常の生活の中で

「上から何段目？」「下から何段目に入れてね。」など、
意識して声かけすることで自然に理解ができるように
なっていくでしょう。

　前回と同様、物語を読みながら「なんばんめ」の単元
の問題を解いていきます。
　 1 では同じ「2番目」でも左から数えるか右から数え
るかで違うお店を表すことに注意が必要です。左と右の
どちらを基準にして数えているのかを一緒に確認するよ
うにしましょう。これまでに扱った「上（下）から」「左

（右）から」の他に、基準を表す言葉には「前（後ろ）
から」などもあります。
　 2 では、「ひだり」「みぎ」と「うえ」「した」の2種
類の基準を組み合わせて物の位置を表しています。こう
した数を用いた物の位置の表し方は、後に学習する座標
を用いた位置の表し方につながります。日常生活の中で
も、例えば自動販売機で飲み物を買う際には、「お茶は
上から○段目の右から□本目にあるね。」といった声か
けをすると、より一層理解が深まるでしょう。

キコがえらんだカード（あか）

ミケがえらんだカード
（あお）

3
2

2
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　物語を読みながら、「いくつといくつ」の単元の問題
を解いていきます。　
　 1 は数の合成の問題です。
　 1 は「3と1で　4」　　 2 は「2と4で　6」
を絵を見ながら確認しましょう。
　10までの数の合成や分解は、10までのたし算やひき
算はもちろん、この後に学習する繰り上がりのあるたし
算、繰り下がりのあるひき算でも大切な考え方となりま
す。不安がある場合には、類題を作ってあげて、繰り返
し学習するようにしてください。また、以下のように
10までの合成と分解は、おはじきなどを使って視覚化
することで、より理解が深まります。
　 　「●　〇〇〇〇〇〇〇〇〇」1と9
　 　「●●　〇〇〇〇〇〇〇〇」2と8
　 　「●●●　〇〇〇〇〇〇〇」3と7
　 　「●●●●　〇〇〇〇〇〇」4と6
　 　「●●●●●　〇〇〇〇〇」5と5

　前回と同様、物語を読みながら、「いくつと　いくつ」
の単元の問題を解いていきます。　
　 1 は「あといくつで10になるか」を考える問題です。
この「あといくつ」にあたる数を、補数といいます。
　 　「10は　5と　5」
　 　「10は　3と　7」
　 　「10は　8と　2」
　10の分解は数の分解の中でも特に重要なので、繰り
返し練習しましょう。
　 2 は、「全部で5匹いるエビ」の「5」という数を以下
のように異なる方法で分解します。見方を変えることに
より、さまざまな分解の仕方ができるおもしろさに気づ
けるとよいでしょう。
　 ・帽子をかぶっているかどうかで分解
　 　→帽子をかぶっている3匹と
　 　　帽子をかぶっていない2匹
　・持ち物で分解
　 　→ つえを持っている 2 匹、宝石を持っている 1 匹、 

せんすを持っている 2 匹　

3

2

1

4

5 7

4

6

2

5
3
2

2
1

2
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　進み方は下の図の3通りがあります。
1 　右下→右上→右下→左→左→右上→右→右

2 　右下→左→右上→右→右下→左→右上→右

3 　右→右下→左→左→右上→右下→右上→右

　物語を読みながら、たし算の問題を解いていきます。
物語を忘れてしまっているときは、物語部分を読み返し
てから解いてもよいでしょう。
　 1 は 1 ～ 3 とも「ぜんぶで　なんこですか」「ぜんぶ
で　なんぼんですか」とあるので、たし算です。絵でか
かれている具体物を数えて、たし算の式で表します。具
体物を数えれば、答えは出るので、お子さまが式を書く
ことを面倒に思ってしまうことや、間違いではありませ
んが 1 の式を4+5＝9と書いてしまうことがあるかもし
れません。この回では、具体物を数えて立式することで、

「合併（あわせていくつ、ぜんぶでいくつ）」の場面を理
解し、立式の根拠を明確にしていきます。問題の内容を
読み取り、ていねいに考えて書くよう促してあげるとよ
いでしょう。
　操作と立式を一致させることで、単なる数字の計算作
業に留まらず、問題場面に応じた適切な式をつくる力を
養うことができます。

5

2

4

4

2

1

9

4

5

9

4

5

◯
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　前回に引き続き、「ひの　まち」のお話です。お祭り
をテーマにしているので、たし算の問題を解きながら、
どんなお祭りに行ってみたいかなど想像力をふくらませ
る声かけをしてもよいでしょう。
　 1 、 2 は「増加（ふえるといくつ）」のたし算の場面
です。
　 1 では、たされる数が初めから書かれていますが、 2

は、たされる数とたす数が空欄です。増加の場面をとら
え、「3＋4」と立式できるとよいでしょう。しかし、た
し算は交換法則が成り立つので、増加の場面でたされる
数とたす数が逆でも間違いではありません。2 で「4＋3」
と数値を逆にして立式している場合は、○をつけてあげ
た上で、「最初に3発上がって、そのあと4発上がるから、

「3＋4」のほうがもっといいよ。」と話してあげてくだ
さい。

　物語を読みながら、たし算の文章題に取り組みます。
　 1 は「増加（ふえるといくつ）」の問題です。元のか
ごの中に入っている「4こ」の野菜に新たな野菜を「5こ」
を加えることから、「5＋4」よりも、「4＋5」のほうが、
問題文に合った式となります。「5+4」でも誤りではあ
りませんが、できたことをほめてあげた上で、問題文に
合った式を書くようお子さまにお話ししてあげるとよい
でしょう。
　 2 は「求大（大きいほうはいくつ）」のたし算です。
求大の問題では、ものの数を正しくとらえることが必要
になってくるので、以下のような図を用いて2ステップ
で考えるとよいことをお子さまに伝えてあげるとよいで
しょう。
　黄色の果物　〇〇〇
　緑色の果物　●●●　●●

3

2

43

5

8

7

5

8

7

4＋5＝9

3＋2＝5

9こ

5こ
① 緑色の果物は、 

黄色の果物と 
同じ数だけある。

② 緑色の果物は、 
黄色の果物の数より 
2個多い。
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　前回に引き続き、「つちの　まち」のお話です。たし
算の文章題に取り組みます。
　 1 は「合併（あわせていくつ）」、　 2 は「増加（ふえ
るといくつ）」の問題です。文章を読んでその問題の場
面を把握し、問われている内容をよく理解することが必
要です。難しく感じているようでしたら、お子さまと一
緒に問題文を読みながら、「ミケがほったいもの数だけ
●をかいてみよう。」と以下のような図をかくことを促
し、考え方を整理してあげるとよいでしょう。
　 1 ほったいも
　　　ミケ4こ ●●●●
　　　キコ2こ ●●
　　4と2で、あわせて　6
　　4＋2＝6
　 2 はじめのかず4にん ●●●●
　　ふえたかず3にん ●●●
　　4と3で、あわせて　7
　　4＋3＝7

　物語を読みながら、ひき算の問題を解いていきます。
　 1 は「求残（のこりはいくつ）」の問題です。3個食
べているので、元の数から減っていることが読み取れま
す。元の数の「6」がひかれる数、食べた数の「3」が
ひく数になります。
　 2 は、「求差（ちがいはいくつ）」の問題です。求差の
問題では、半具体物「●」に置きかえて考えると、理解
しやすくなります。お子さまが戸惑っている場合は、以
下のように、赤いクモルマの「〇」と青いクモルマの「●」
を１つずつ線で結び、１対１対応をさせて考えるよう促
すとよいでしょう。どれだけ多いのかが、視覚的にもわ
かりやすくなります。

赤　　〇〇〇〇〇

青　　●●●●●●●

4＋2＝6

4＋3＝7

6こ

7にん

3

6

7
あおい 2

3

2

3

5

3

↑青が2台多い
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21ページ

22ページ

ひきざん ③

あう　え
4

は　どれかな？

20

21

　前回に引き続き、「くもの　まち」のお話です。ひき
算の文章題を解いていきます。
　 1 は 「求差（ちがいはいくつ）」の問題です。
　 1 は、指差し確認しながらひとつずつ数えて答えを導
けていれば問題ありません。絵を見て「キコはミケより
1個少ないから4個だね。」と気づいて答えられている場
合は、数の概念がしっかりと身についてきていますので、
たくさんほめてあげましょう。
　 2 で式を「4－5＝1」のようにしてしまっている場合
は、「ひき算は、大きい数から小さい数をひく」という
原則をしっかり説明してあげましょう。
　 3 は、今までの求差の問題と異なり、比べるのがどの
数なのかが具体的でなく、自分で見つけなければならな
いため、発展的な内容といえます。 1 の絵を見て、ほし
ぐもの数がいちばん多い人、いちばん少ない人は誰かを
判断するよう促しましょう。

　穴があいているパズルにあてはまるピースを選択肢か
ら探す問題です。
　穴があいている部分の正方形の上下や左右からつな
がっている道を考えながら、あてはまるピースをさがし
てみましょう。
　選択肢にあるピースをそのままあてはめても、うまく
道がつながらない場合は、ピースを回転させてあてはま
るかを考えさせてみてください。実際にピースを回転さ
せた絵をかいてみると、わかりやすくなります。

②

③

4
7

5

7

ミケ
4

4

1

3 3

1

② ①

③

時計回りに90°回転

180°回転
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23ページ

24ページ

ひきざん　ぶんしょうだい ②

ひきざん　ぶんしょうだい ③

22

23

　 1 は「求残（のこりはいくつ）」の問題です。 3人降
りていることから、元の数から減っていることがわかる
のでひき算を使います。はじめの人数の「7」がひかれ
る数、降りた人数の「3」がひく数になります。
　 2 は「求部分（ひくといくつ）」の問題です。これは、
全体が2つのグループに分かれていて、全体の数とわ
かっている一方のグループの数から、もう一方の（残り
の）グループの数を求める内容になります。
　　全体数－グループ①=グループ②
この問題では、物の数が実際に減るわけではないため「求
残」の問題よりも、お子さまがつまずきやすい傾向にあ
ります。教える際は、おはじきや硬貨などの具体物を使っ
て、「ぼうしをかぶっていない子の数を知りたいときは、
全体から、ぼうしをかぶっている子の数をひけばいいん
だよ。」と、実際に動かしながら見せてあげると、考え
方を整理しやすくなります。

　前回に引き続き、「きの　まち」のお話です。ひき算
の文章題を解いていきます。
　 1 は「求差（ちがいはいくつ）」の問題です。わかりに
くい場合は、赤い野菜と黄色い野菜の数を半具体物（〇
や●）に置きかえて、赤い野菜の「〇」と黄色い野菜の

「●」を１つずつ線で結んで１対１の対を作るようにし
て考えてみるよう促しましょう。
　 2 では、階段の数え方「だん（段）」を取り上げました。
このように、物の数を数えるとき、数の後につける 

「ほん（本）」や「ひき（匹）」のことを「助数詞」といいます。
本冊子では、第４回では花の数え方として「りん（輪）」を、
第16回では花火の数え方として「はつ（発）」などを取り
上げています。算数だけに限らず、いろいろな物の数え
方は大切なので、日常生活の中でも、例えば鳥を見かけ
たときに、「鳥は、１羽、２羽と数えるよ。」と、助数詞
に触れる機会をつくってあげるとよいでしょう。　

7−3＝4

9−4＝5

7−6＝1
あかい  やさいが  １こ  おおい。

10−6＝4

4にん

5にん

4だん



12 13

さ
ん
す
う

おうちのかたへ

おうちのかたへ

25ページ

26ページ

たすのかな　ひくのかな ③

たすのかな　ひくのかな ④

24

25

　たし算やひき算の計算を使った色塗りをします。計算
数が18問と多いので、問題に取り組む気力が下がって
しまうことがあるかもしれません。物語が終盤にさしか
かっています。気分転換も兼ねて、ここまでの物語を再
度読み返してから学習を進めてもよいでしょう。
　 1 では、「計算をする」→「答えが同じところに同じ
色を塗る」、という2つの手順をふみます。計算と色塗
りを一緒にやってしまうと、今何をやっているのか混乱
してしまうかもしれません。
次のように、4つのステップに分けて1つ1つの作業をて
いねいに行っていくとよいでしょう。
　①計算をした答えを書く
　②答えが5のところに青色を塗る
　③答えが6のところに黄色を塗る
　④答えが7のところに茶色を塗る
　お子さまが別の色を塗ってしまった場合は、まずは色
を塗れたことをほめてあげてから、間違いに合ったフォ
ローをしてあげましょう。

　たし算やひき算の計算を使った発展的な問題に挑戦し
ます。
　 1 1 は、例えば ＋2＝10のとき、 ＝10－2の計
算で求められますが、それを学習するのは3年生以降に
なりますので、ここでは、 に具体的な数をあてはめ
て考えていきます。 に1、2、…と順番に数をあては
めて、正しい計算になる数をみつけていきます。
　 +4＝6や9－ ＝5も同様に、 や に具体的な数
をあてはめて考えていくよう促しましょう。おはじきな
どを使って考えてもよいでしょう。
　 2 は、1つの式に対して、わからない数が2つや3つの
ものもあります。 ＋1＝8や8－ ＝5のようにわから
ない数が1つのものから求め、同じ記号には同じ数が入
ることを確認しながら、記号の近くにメモをするとよい
でしょう。難しい問題ですので、お子さまと一緒に取り
組んであげてください。

8

7

2

6

5

3

4

1

8

2 4

7

3 6 6 17

3

5
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たすのかな　ひくのかな ⑤

たすのかな　ひくのかな ⑥

26

27

　たし算やひき算の文章題を解いていきます。
　 1 は、「あわせて　なんぼん　さいて　いますか」と
あるので、「合併（あわせていくつ）」の問題でたし算を
使います。問題に合った立式ができているか確認してあ
げましょう。
　 2 は、「どちらが　なんこ　おおいですか」とあるので、

「求差（違いはいくつ）」の問題でひき算を使います。問
題とは関係のない数が出ている過条件の問題なので、個
数を比べるものはチョコレートとあめであることを確認
しましょう。必要がある数字に〇をする、もしくは必要
がない「ガムが8こ」の部分に取り消し線を書くと情報
を整理しやすくなることを伝えてもよいでしょう。問題
に出てくる順番で「7－9」と式を立てないように注意
が必要です。また、「どちらが」「なんこ　おおい」と聞
かれているので、答えは「2こ」だけでは不十分です。
問題で問われている形で答える習慣をつけましょう。

　たし算やひき算の文章題です。問題文から場面を読み
取り、「たし算かひき算か」を考えるためにも十分な時
間を確保し、じっくりと取り組んでみてください。また、
物語も最後の場面になります。ここまでどんなお話だっ
たか聞いてみてもよいでしょう。要約して話す力をつけ
る練習にもなります。
　 1 は「求小（小さいほうはいくつ）」の問題です。「と
しした（年下）」という表現が聞き慣れないお子さまも
いるかと思います。「年齢が4歳違う」ことを意味して
いると教えてあげてください。その上で、どちらのほう
が年齢が小さいのかを考えるよう促しましょう。
　 2 は「増加（ふえるといくつ）」の問題です。「1さつ　
もらうと」とあるので、数が増えることがわかります。
もとの数の「3」がたされる数、増えた数「1」がたす
数です。

2＋4＝6

6−4＝2

3＋1＝4

9−7＝2
あめが　２こ　おおい。

6ぽん

2さい

4さつ
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29ページあんごうを　とこう28
　暗号表、地図、メモの3つを見ながら地図上の場所を
特定する問題です。
　暗号表、地図、メモの3つを見なければいけないので、
どこを見ればよいのか混乱してしまうかもしれません。
以下の手順で解くようにすると、スムーズに進めること
ができます。
① 　メモを見ます。いろいろな記号が出てくるので、そ

の記号が何を表しているのかを知る必要があることに
気づきましょう。

② 　暗号表を見ます。メモにある記号と、暗号表の数字
を対応させ、メモの記号の近くに対応する数字を書い
ておきましょう。

③ 　もう一度メモを見て、メモを読みながら、地図を確
認していきましょう。出発する場所、指示通りに進ん
だ場所を1つずつ印をつけていくようにしましょう。
上下と左右の2つを考えなければいけないので、複雑
になって混乱してしまうかもしれません。1マスずつ
数えながら慎重に進めていきましょう。

　 1 お子さまが戸惑っている場合は、左と右のどちら
から数えるのかを確認するよう促しましょう。また、

「右から3個目」と「右から3個」の意味の違いが理解
できているかも確認するとよいでしょう。「右から3
個目」（順序数）というのは、1個だけを指すのに対
して、「右から3個」（集合数）というのは、1個目と2
個目も含めた合計3個を指すという違いがあります。
　 2 数の合成の問題です。「9」という数を「3と6の和」
ととらえることが目的です。
　 4 「求差（ちがいはいくつ）」の問題です。ひき算
の式を立てるときには「大きい数から小さい数をひく」
という原則を意識させてください。また、この問題で
は、違いを答えるだけでなく、ゆりなさんと妹のどち
らが多かったのかも答える必要があります。もし「3
個」とだけしか書かれていなかった場合は、「ゆりな
さんと妹の貝がらの数の違いはできているよ。この問
題では何て聞かれているかな？」などと声をかけ、問
題で問われている通りに答えることを意識させてあげ
ましょう。

＝8 ＝10
＝1

10−7＝3

ゆりなさんが  3こ  おおい。

＝4

え

3 6
9

4
7

5 6
1

1

5

6
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おうちのかたへ 1 気温は3年生以降に習うため、ここ
では季節や天気などに合わせてお子さまなりに洋服を
選べていれば正解としてください。なぜその洋服を選
んだのか理由を聞いてみてもよいでしょう。

おうちのかたへ 1 学校内で働いている人の仕事内容
を、インタビュー形式で確認します。通っている小学
校に司書の先生がいなかったり、給食室がなかったり
する場合もクイズ感覚で考えてみましょう。

おうちのかたへ 1 間違い探しをしながら、道路の正
しい歩き方を確認します。親子での外出が増える夏休
み。この機会に、交通安全について話し合ってみても
よいでしょう。

おうちのかたへ 1 春に観察できるものは地域によっ
て異なるので、模範解答通りでなくても構いません。
お子さまが春に見たことがあるものを選択できていれ
ば正解としてください。

のはら　あそび1

まち　たんけん3

がっこう　たんけん2

どんな　ふくを　きようかな？4

31ページ

33ページ

30ページ

32ページ

○

×
×

れい

れい
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く
ご

1�　
長
音
（
伸
ば
す
音
）、
濁
音
・
半
濁
音
、
を
確
認
す
る
問
題
で
す
。

　

�　
1
「
お
ね
え
さ
ん
」
と
直
せ
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、「『
エ
ー
』
と
伸
ば
す
音
は
ほ
と

ん
ど
は
『
い
』
と
書
く
け
れ
ど
、『
お
ね
え
さ
ん
』
だ
け
は
『
え
』
と
書
く
よ
。」
と
教
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
3
「
じ
ょ
う
ず
」
と
直
せ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、「
オ
ー
」
と
伸
ば

す
音
は
「
う
」
と
書
く
こ
と
を
伝
え
、「
お
と
う
さ
ん
」「
お
は
よ
う
」
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
す
。
例
外
と
し
て
、「
お
お
き
い
」「
こ
お
り
」
な
ど
は
、
音
の
ま
ま
「
お
」

と
書
く
こ
と
も
あ
わ
せ
て
確
認
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。濁
音
の
点（゙
）、半
濁
音
の
丸（
。）

は
、
書
く
位
置
を
正
し
く
、
は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

2�　
助
詞
「
は
・
を
・
へ
」
の
使
い
方
を
確
認
す
る
問
題
で
す
。「
は
・
を
・
へ
」
は
、「
ワ
・

オ
・
エ
」
と
発
音
す
る
の
で
混
同
し
や
す
く
、
書
き
間
違
い
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。「
は
」
に
は
主
語
や
話
題
を
示
す
役
割
、「
を
」
に
は
動
作
の
対
象
を
示
す
役
割
、「
へ
」

に
は
移
動
の
方
向
を
示
す
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
で
間
違
え
た
お
子
さ
ま
に
は
、

言
葉
の
後
に
付
く
と
き
に
「
ワ
・
オ
・
エ
」
と
聞
こ
え
る
音
は
「
は
・
を
・
へ
」
に
な
り
、

そ
れ
以
外
は
聞
こ
え
る
ま
ま
「
わ
・
お
・
え
」
と
書
く
と
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

3�　
1
や
ま
ん
ば
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
読
み
取
る
問
題
で
す
。
低
学
年
の
う
ち
は
、
文
章
中
に

一
番
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
表
現
を
し
っ
か
り
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

字
数
も
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
３
行
目
に
あ
る
「
お
お
よ
ろ
こ
び
」
と
い
う
言
葉

を
書
き
抜
き
ま
す
。
そ
の
後
に
あ
る
「『
キ
ャ
ッ
、
キ
ャ
』
と　
わ
ら
い　
な
が
ら
」
と

い
う
具
体
的
な
様
子
か
ら
、
気
持
ち
が
わ
か
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

2
４
～
５
行
目
「
じ
め
ん
の　
う
え
に　
お
っ
こ
ち
て
く
る
と
」
の
後
に
注
目
し
ま
す
。

「
…
…
し
ま
つ
だ
っ
た
。」
と
い
う
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
お
子
さ
ま
に
は
わ
か
り
づ
ら

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「『
お
ね
だ
り
す
る　
し
ま
つ
だ
っ
た
。』
と
書
い
て
あ
る
ね
。
そ

ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
な
い
か
ら
、
大
イ
ノ
シ
シ
は
困
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
。」
な

ど
と
声
を
か
け
て
、
あ
き
れ
た
気
持
ち
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
3
11
行
目
の
「
１
０
３
か
い
」
に
注
目
し
て
、
大
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
を
答

え
ま
す
。
物
語
を
読
む
と
き
に
は
、「
だ
れ
が
」「
な
に
を
し
た
か
」
を
お
さ
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
お
子
さ
ま
が
と
ま
ど
っ
て
い
る
場
合
は
、「
大
イ
ノ
シ
シ
が
し
た
こ
と
は
、

何
か
な
？
」と
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。「
た
か
い
た
か
い
」は
や
ま
ん
ば
ち
ゃ

ん
が
思
っ
た
こ
と
で
、
大
イ
ノ
シ
シ
が
し
た
こ
と
で
は
な
い
で
す
ね
。

○

お
ね
だ
り

お
お
よ
ろ
こ
び

えはへ

わ

をお

××

×
××

えぴ

ぱ
びう
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ルる

あ
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ご
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を
　
よ
も
う

21

22

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
語
彙
を
増
や
す
学
習
で
す
。
お
子
さ
ま
が
縦
の
鍵
、
横
の
鍵
で

わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
て
止
ま
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
い
っ
た
ん
飛
ば
し
て
、
次
の
鍵
を

答
え
て
み
る
よ
う
に
う
な
が
し
ま
し
ょ
う
。わ
か
る
も
の
か
ら
言
葉
を
書
き
込
ん
で
い
く
と
、

書
か
れ
た
文
字
が
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
ほ
か
の
言
葉
も
わ
か
り
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。

　
縦
の
鍵
の
1
は「
か
ら
ば
こ
」と
答
え
る
お
子
さ
ま
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、

横
の
鍵
い
と
一
文
字
目
が
共
通
に
な
る
た
め
「
あ
き
ば
こ
」
が
正
解
で
す
。

　
「
た
ぬ
き
文
」（
書
か
れ
て
い
る
「
た
」
を
抜
い
て
読
む
文
）、「
こ
と
り
文
」（
書
か
れ
て

い
る
「
こ
」
を
取
り
去
っ
て
読
む
文
）
と
い
う
、
暗
号
を
解
読
す
る
問
題
で
す
。
右
の
解
答

の
よ
う
に
、
1
で
は
「
た
」
を
、
2
で
は
「
こ
」
を
消
し
て
読
む
と
、
わ
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
1
1
は
、
ま
だ
「
～
ず
」
で
「
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
お
子
さ
ま

も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
見
ず
＝
見
な
い
」
と
「
水
」
を
か
け
た
な
ぞ
な
ぞ
を
通
し
、
語

彙
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

35ページ

34ページ

め　

だ　

く

じ
て
ん
し
ゃ

は
っ
ぱ　

に

　

さ　
　

ん

　

あ
き
ば
こ

み
ず

あ
か
ん
ぼ
う

み
か
ん

あ
く
び
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こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

せ
つ
め
い
ぶ
ん
を
　
よ
も
う 

①

せ
つ
め
い
ぶ
ん
を
　
よ
も
う 

②

19

20
　
1
は
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
の
順
序
を
問
う
問
題
で
す
。
あ
ぶ
4

4

が
水
面
に
落
ち
た
あ
と
に

は
何
が
起
こ
る
の
か
を
、
文
章
に
沿
っ
て
順
に
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
で
、
お
子
さ
ま
が
「
む
し
」
と
だ
け
答
え
た
場
合
は
、
説
明
が
た
り
ま
せ
ん
。
あ
ぶ
4

4

が

水
面
に
落
ち
て
か
ら
の
様
子
で
説
明
し
て
い
る
の
は
、
あ
め
ん
ぼ
が
ど
う
や
っ
て
虫
を
と
ら

え
て
い
る
か
で
す
。「『
む
し
』
と
書
い
た
け
れ
ど
、
あ
め
ん
ぼ
が
食
べ
て
い
る
の
は
ど
こ
に

い
る
虫
か
な
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
確
認
し
、
た
り
な
い
内
容
に
気
づ
け
る
よ
う
に
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

37ページ

36ページ

　
あ
め
ん
ぼ
は
水
面
に
浮
か
ん
で
生
活
を
し
て
い
る
虫
で
す
。
も
し
お
子
さ
ま
が
あ
め
ん
ぼ

を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
虫
か
を
先
に
教
え
て
お
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
1
は
、
水
面
が
あ
め
ん
ぼ
を
除
く
多
く
の
虫
に
と
っ
て
ど
ん
な
場
所
な
の
か
を
問
う
問
題

で
す
。
三
つ
目
の
選
択
肢
に
◯
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
あ
せ
ら
ず
文
章
と
選
択
肢
を

見
比
べ
て
ゆ
っ
く
り
確
認
す
る
よ
う
に
う
な
が
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
は
、
多
く
の
虫
と
の
対
比
で
あ
め
ん
ぼ
が
水
面
に
浮
か
ん
で
い
ら
れ
る
理
由
を
ま
と
め

る
問
題
で
す
。 「
そ
の　
ひ
み
つ
は
」
で
始
ま
る
最
後
の
文
に
答
え
が
あ
り
ま
す
。

○○

４５２３

ぬ
れ
に
く
く
な
っ
て

す
い
め
ん
に　
お
ち
た
む
し

か
る
く



20

こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

「
は
」「
を
」「
へ
」 

①

「
は
」「
を
」「
へ
」 

②

17

18

　
「
は
」「
を
」「
へ
」
の
使
い
方
を
学
習
す
る
問
題
で
す
。
主
語
の
後
に
つ
く
「
は
」
は
「
ワ
」

と
読
み
ま
す
。
方
角
や
行
き
先
に
つ
け
る
「
へ
」
は
「
エ
」
と
読
み
、目
的
語
に
つ
け
る
「
を
」

は
「
オ
」
と
読
み
ま
す
。

　
お
子
さ
ま
が
迷
っ
て
い
た
ら
、「『
だ
れ
か
』『
な
に
か
』
の
後
に
つ
く
『
ワ
』
の
音
は
『
は
』

と
書
く
よ
。」
な
ど
と
声
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、「
は
」「
を
」「
へ
」
の
使
い
方
を
学
習
す
る
問
題
で
す
。「
は
」「
を
」

「
へ
」
を
使
う
の
は
、
主
語
の
後
や
目
的
語
の
後
、
行
き
先
や
方
角
の
後
で
す
。
お
子
さ
ま

が
迷
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
以
外
は
「
ワ
」「
オ
」「
エ
」
の
音
は
「
わ
」「
お
」「
え
」
と
書
く

こ
と
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

39ページ

38ページ

へ

へ

は

は

わ

わ

を

を

え

え

お

お

○

○

○

○

○

○

○

○

×××

×

×

×
×

×

×

×

ははは

へ

へ

を

を

を

を

へ
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こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

も
の
が
た
り
を
　
よ
も
う 

①

も
の
が
た
り
を
　
よ
も
う 

②

15

16
　
1
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
行
動
を
整
理
す
る
問
題
で
す
。
お
子
さ
ま
が
と
ま
ど
っ
て
い

た
ら
、
ま
ず
は
文
章
中
の
「
う
さ
ぎ
た
ち
」「
リ
ス
」「
お
お
イ
ノ
シ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る

部
分
を
探
す
よ
う
に
声
を
か
け
て
あ
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
2
は
、
何
が
起
こ
っ
た
か
を
正
確
に
読
み
取
る
問
題
で
す
。「
ポ
ー
ン
と　
ち
ゅ
う
に
」

と
い
う
言
葉
は
文
章
中
に
そ
の
ま
ま
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
文
章
の
続
き
が「
な
つ
や
す
み　
し
あ
げ
テ
ス
ト
」で
出
題
さ
れ
ま
す
。「
こ
の
あ
と
、

ど
う
な
る
と
思
う
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
続
き
を
予
想
す
る
と
、
文
章
を
読
む
の
が
楽
し

み
に
な
る
で
し
ょ
う
。

41ページ

40ページ

　
1
で
お
子
さ
ま
が
と
ま
ど
っ
て
い
た
ら
、「『
み
ん
な
ゾ
ロ
ゾ
ロ
』
と
、
ど
こ
か
に
や
っ
て

き
た
と
書
い
て
あ
る
よ
。
ど
こ
か
な
？
」
な
ど
と
、
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
2
は
、文
章
中
で
は
、先
に
「
ち
っ
ち
ゃ
な　
か
わ
い
い　
や
ま
ん
ば
の　
あ
か
ち
ゃ
ん
」

と
あ
る
の
で
「
や
ま
ん
ば
の　
あ
か
ち
ゃ
ん
」
と
答
え
る
お
子
さ
ま
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
は
、「
四
文
字
で
『
◯
◯
◯
◯
ち
ゃ
ん
』
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
よ
。」

な
ど
と
声
を
か
け
て
、
文
字
数
を
意
識
さ
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
3
で
お
子
さ
ま
が
と
ま
ど
っ
て
い
た
ら
、「
や
ま
ん
ば
の
あ
か
ち
ゃ
ん
は
『
す
る
と　
み

ん
な
の　
め
の　
ま
え
で
』の
あ
と
に
出
て
く
る
ね
。」と
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○ い
わ

や
ま
ん
ば

　
す
っ
と
ん
だ



22

こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

だ
れ
が
　
ど
う
す
る 

①

だ
れ
が
　
ど
う
す
る 

②

13

14

　
主
語
と
述
語
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
た
め
の
問
題
で
す
。

　
1
で
お
子
さ
ま
が
迷
っ
て
い
た
ら
、「
子
ど
も
は
、
何
を
し
て
い
る
？
」「
花
は
ど
う
な
っ

て
い
る
？
」
な
ど
、
絵
を
見
な
が
ら
主
語
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
様
子

を
た
ず
ね
て
考
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
声
に
出
し
て
答
え
る
こ
と
で
、
書
か
れ
て
い
る
言
葉
を

認
識
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
2
は
「
だ
れ
が
、
何
す
る
」「
な
に
が
、
何
す
る
」
と
い
う
つ
な
が
り
を
、
述
語
（
動
詞
）

を
起
点
と
し
て
考
え
る
問
題
で
す
。
お
子
さ
ま
が
と
ま
ど
っ
て
い
る
場
合
は
、「
飛
ん
で
い

る
の
は
？
」「
は
ね
て
い
る
の
は
？
」
な
ど
、絵
を
よ
く
見
な
が
ら
対
話
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、
主
語
と
述
語
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
た
め
の
問
題
で
す
。

　
1
で
は
、「
だ
れ
が
」「
何
を
す
る
」
の
つ
な
が
り
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
、「
お
じ
い
さ

ん
は
何
を
し
て
い
る
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
あ
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
2
で
は
、
絵
の
中
の
い
ず
れ
か
の
様
子
を
書
け
て
い
た
ら
正
解
で
す
。
お
子
さ
ま
が
と
ま

ど
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、ま
ず
は
絵
を
見
て
ど
ん
な
様
子
か
会
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
は
ど
う
し
て
い
る
？
」「
鳥
は
ど
う
し
て
い
る
？
」
な
ど
、
具
体
的
な
も
の
に
つ
い

て
声
を
か
け
て
あ
げ
る
と
お
子
さ
ま
が
考
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

43ページ

42ページ

ち
ょ
う
が

こ
い
ぬ
が

さ
か
な
が

こ
ど
も
が

か
が
や
く

お
よ
ぐ

こ
ろ
が
る

ね
む
る
ゆ
う
ひ
が

と
り
が

こ
ど
も
が

し
ず
む

と
ぶ

な
く

れ
い
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こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

し4

を
　
よ
も
う 

①

し4

を
　
よ
も
う 

②

11

12
　
二
つ
の
詩
を
読
み
、
そ
の
特
徴
を
ま
ね
て
自
分
で
も
詩
を
書
く
問
題
で
す
。

　
1
で
迷
っ
て
い
る
お
子
さ
ま
に
は
、「
◯
◯
の　
い
ろ
」
と
書
い
て
あ
る
部
分
を
探
し
て

み
る
よ
う
に
う
な
が
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。「
そ
ら
を　
う
つ
し
た
」
な
ど
修
飾
部
分
を
ふ

く
ん
で
囲
ん
で
い
て
も
正
解
で
す
。
な
お
、〈
れ
い
〉
の
「
そ
ら
」
も
３
つ
に
ふ
く
み
ま
す
。

　
2
は
、
お
子
さ
ま
が
好
き
な
色
に
つ
い
て
の
詩
を
書
き
ま
す
。
好
き
な
色
と
、
そ
の
色
に

関
す
る
も
の
ご
と
が 

一
つ
で
も
書
け
て
い
れ
ば
ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

（
例
）
く
ろ
は　
よ
る
の　
い
ろ
／
か
ら
す
の　
い
ろ
／
お
か
あ
さ
ん
の　
く
る
ま
の　
い
ろ

（
例
）
オ
レ
ン
ジ
は　
み
か
ん
の　
い
ろ
／
ゆ
う
ひ
の　
い
ろ
／
げ
ん
き
の　
い
ろ

（
例
）
む
ら
さ
き
は　
あ
さ
が
お
の　
い
ろ
／
ゆ
う
が
た
の　
い
ろ
／
す
み
れ
の　
い
ろ

45ページ

44ページ

　
三
連
の
詩
を
読
ん
で
答
え
る
問
題
で
す
。
声
に
出
し
て
詩
を
読
ん
だ
あ
と
、「
最
初
の
ま

と
ま
り
と
、
二
つ
目
の
ま
と
ま
り
に
は
、
同
じ
部
分
が
あ
る
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
、
各
連

で
、
最
初
の
二
行
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
う
え

で
、
リ
ズ
ム
の
く
り
返
し
、
表
現
の
く
り
返
し
を
楽
し
み
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
い

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
2
で
と
ま
ど
っ
て
い
る
お
子
さ
ま
に
は
、「
あ
ん
ず
の　
み
」「
さ
ん
し
ょ
の　
つ
ゆ
」「
ぶ

ど
う
の　
は
な
」が
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
か
を
探
し
て
み
る
よ
う
に
う
な
が
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ

ろ
ち
ょ

ろ

な
つ
に　
で
か
け
る　

や
ま きぼ

く
の　
す
き
な　

と
り み

ど
り

　
こ
り
す

れ
い
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こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

こ
と
ば
の
　
め
い
ろ

こ
と
ば
　
さ
が
し

9

10

　
1
は
、
間
違
い
や
す
い
文
字
を
使
っ
た
迷
路
、
2
は
、
長
音
や
促
音
、
拗
音
な
ど
、
間
違

い
や
す
い
言
葉
を
使
っ
た
迷
路
で
す
。
間
違
っ
た
方
を
選
ぶ
と
行
き
止
ま
り
に
な
る
の
で
、

楽
し
み
な
が
ら
、
正
し
い
表
記
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
行
き
止
ま
り
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
間
違
っ
た
も
の
と
正
し
い
も
の
の
両
方
を
音
読
し
て
確
か
め
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

　
1
の
こ
と
ば
さ
が
し
に
は
、「
せ
み
」「
ぼ
う
し
」「
う
し
」「
ぶ
ど
う
」「
は
ち
」「
か
き
ご

お
り
」「
か
げ
ふ
み
」「
は
さ
み
」「
と
ん
ぼ
」「
う
ち
わ
」「
わ
し
」「
か
ぶ
と
む
し
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
2
は
1
で
見
つ
け
た
も
の
を
三
つ
以
上
書
け
て
い
れ

ば
丸
を
し
て
く
だ
さ
い
。
五
つ
書
け
た
ら
二
重
丸
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
七
つ
以
上
書

け
て
い
た
ら
、
お
お
い
に
ほ
め
て
花
丸
マ
ー
ク
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ド
リ
ル
に
書
き

き
れ
な
い
ほ
ど
言
葉
を
見
つ
け
て
書
き
た
い
場
合
は
、別
の
紙
を
用
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

47ページ

46ページ

と
ん
ぼ

ぼ
う
し

か
げ
ふ
み

は
ち

う
ち
わ

か
き
ご
お
り

か
ぶ
と
む
し

れ
い
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こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

の
ば
す
　
お
と

ひ
ら
が
な
　
し
り
と
り

7

8
　
「
じ
ゃ
が
い
も
」
の
「
ゃ
」、「
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
」
の
「
ゅ
」
は
マ
ス
の
右
上
に
書
け
て
い

る
か
、「
も
う
ふ
」「
ろ
う
か
」
の
長
音
を
「
も
お
ふ
」「
ろ
お
か
」
と
書
い
て
い
な
い
か
、

確
認
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
し
り
と
り
は
、
楽
し
み
な
が
ら
語
彙
を
増
や
す
の
に
お
す
す
め
の
方
法
で
す
。
お
子
さ
ま

と
一
緒
に
問
題
の
最
後
の
「
牛
乳
」
の
後
に
続
け
て
し
り
と
り
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
み
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

49ページ

48ページ

　
長
音（「
オ
ー
」「
エ
ー
」な
ど
と
伸
ば
す
音
）を
学
習
し
ま
す
。「
お
か
あ
さ
ん
」の「
あ
」、

「
お
じ
い
さ
ん
」
の
「
い
」、「
ふ
う
せ
ん
」
の
「
う
」
な
ど
、伸
ば
す
音
が
「
ア
」「
イ
」「
ウ
」

の
場
合
は
聞
こ
え
た
通
り
に
そ
の
ま
ま
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
す
が
、
伸
ば
す
音
が
「
オ
」
と

「
エ
」
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。
伸
ば
す
音
が
「
オ
」
の
と
き
、
多
く
の
場
合
は
「
う
」

と
書
き
ま
す
。
し
か
し
、「
お
お
か
み
」「
お
お
き
い
」
な
ど
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
「
お
ほ
」

と
書
い
て
い
た
も
の
は
「
お
お
」
と
書
き
ま
す
。
伸
ば
す
音
が
「
エ
」
の
場
合
は
文
字
で
書

く
と
き
は
「
い
」
に
し
ま
す
。
例
外
は
、「
お
ね
え
さ
ん
」
で
す
。
例
外
を
意
識
さ
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○○○○○

ぼ
う
し

か
も

か
ね

も
み
じ

も
う
ふ

と
け
い

り
す

す
い
か

す
い
え
い

ふ
く
ろ

ろ
う
か

お
お
か
み

じ
ゃ

が
い
も

ご
ぼ
う

か
ん
づ
め

め
だ
か

ひ
こ
う
き 

ね
ぎ

ぎ
ゅ

う
に
ゅ

う

○
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こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

ち
い
さ
く
　
か
く
「
っ
」

ち
い
さ
く
　
か
く
「
ゃ
」「
ゅ
」「
ょ
」

5

6

　
促そ
く

音お
ん

（
小
さ
く
書
く
「
っ
」）
を
正
し
く
使
う
練
習
を
し
ま
す
。「
っ
」
は
縦
書
き
の
場
合
、

マ
ス
の
右
上
に
書
き
ま
す
。
正
し
い
位
置
に
書
け
て
い
る
か
、
確
認
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
1
は
、「
っ
」
が
入
る
位
置
を
確
認
す
る
問
題
で
す
。「
ま
く
ら
」
と
「
ま
っ
く
ら
」
を
音

読
し
て
み
て
、
何
が
違
う
の
か
を
感
じ
さ
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
2
、3
は
「
っ
」
を
ふ
く
む
言
葉
を
書
く
問
題
で
す
。「
っ
」
の
位
置
を
間
違
え
て
い
た
ら
、

ゆ
っ
く
り
読
ん
で
確
認
す
る
よ
う
に
う
な
が
し
ま
し
ょ
う
。

　
拗よ

う
音お
ん

（
小
さ
く
書
く
「
ゃ
」「
ゅ
」「
ょ
」）
を
正
し
く
使
う
練
習
を
し
ま
す
。「
っ
」
同
様
、

「
ゃ
」「
ゅ
」「
ょ
」
は
縦
書
き
の
場
合
、
マ
ス
の
右
上
に
書
き
ま
す
。
正
し
い
位
置
に
書
け

て
い
る
か
、
確
認
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。「
し
ょ
っ
き
（
食
器
）」
の
よ
う
に
拗
音
と
促そ

く
音お
ん
が

同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
は
他
に
、「
し
ゅ
っ
ぱ
つ
（
出
発
）」「
し
ょ
っ
け
ん
（
食
券
）」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
言
葉
も
書
い
て
練
習
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

51ページ

50ページ

ら
っ

こ

ひ
ょ

う

し
っ

ぽ

ち
ゃ

わ
ん

き
っ

ぷ

し
ゃ

し
ん

ほ
っ

ぺ

い
し
ゃ

か
け
っ

こ

き
ん
ぎ
ょ

き
っ

て

お
ち
ゃ

せ
っ

け
ん

に
ん
じ
ゃ

か
っ

ぱ

あ
く
し
ゅ

は
っ

ぱ

ま
じ
ょ

も
っ

き
ん

し
ょ
っ

き

○

○

○

○
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こ
く
ご

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

「゙  

」「゚  

」の
　
つ
く
　
こ
と
ば 

①

「゙  

」「゚  

」の
　
つ
く
　
こ
と
ば 

②

3

4
　
前
回
に
引
き
続
き
、
濁
点
、
半
濁
点
の
問
題
で
す
。

　
1
で
お
子
さ
ま
が
迷
っ
て
い
た
ら
、
書
か
れ
て
い
る
言
葉
を
そ
の
ま
ま
読
む
よ
う
に
う
な

が
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
、
お
子
さ
ま
は
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
読
む
の
で
は
な
く
、

絵
か
ら
想
像
し
て
正
し
い
答
え
を
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
お
う
ち

の
か
た
が
一
字
一
字
指
し
示
し
て
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
2
の
問
題
は
、
濁
点
の
有
無
や
位
置
に
よ
っ
て
違
う
単
語
に
な
る
と
い
う
、
濁
音
や
半
濁

音
の
特
徴
を
実
感
す
る
た
め
の
問
題
で
す
。ま
ず
は
書
か
れ
て
い
る
清
音
の
言
葉
を
読
ま
せ
、

問
題
の
絵
を
指
し
示
し
て
「
こ
れ
は
何
か
な
？
」
と
声
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

53ページ

52ページ

　
1
は
、欠
落
し
て
い
る
濁
点
、半
濁
点
を
補
う
問
題
で
す
。
お
子
さ
ま
が
迷
っ
て
い
た
ら
、

ま
ず
は
濁
点
、
半
濁
点
の
な
い
ま
ま
音
読
す
る
よ
う
に
う
な
が
し
、「
ど
こ
が
変
か
な
？
」

な
ど
と
声
を
か
け
て
、
考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
は
、
濁
点
、
半
濁
点
が
ふ
く
ま
れ
る
言
葉
を
書
く
問
題
で
す
。
絵
に
合
う
言
葉
を
考
え

ま
す
。
お
子
さ
ま
が
正
解
と
異
な
る
解
答
（「
や
ぎ
」
を
「
ど
う
ぶ
つ
」「
ひ
つ
じ
」）
を
書

い
て
い
て
も
、濁
点
が
正
し
く
打
て
て
い
る
か
を
確
認
し
て
、◯
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
、「
マ
ス
は
２
つ
だ
よ
。
あ
て
は
ま
る
動
物
は
何
か
な
？
」な
ど
と
声
を
か
け
て
、

正
し
い
答
え
に
導
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

゜゜゜
゜

゛
゛

゛

て
ん
ぷ
ら

れ
い
ぞ
う
こ

い
せ
え
び

で
ん
き

ら
く
だ
か
ば

か
ぎ

ま
ど

ぶ
た

ざ
る

く
ぎ

ふ
だ

に
じ

ぞ
う

め
が
ね

や
ぎ

な
べ
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お
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か
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ち
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へ

ひ
ら
が
な 

①

ひ
ら
が
な 

②

1

2

　

｢

あ
い
う
え
お
の
詩｣

で
、ひ
ら
が
な
を
書
く
問
題

で
す
。
文
字
は
、
正
し
い
筆
順
で
書
く
と
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
正
し
い
筆
順
で

書
け
て
い
る
か
を
確
認
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
筆
順

を
間
違
え
て
覚
え
て
い
る
場
合
は
、夏
休
み
の
う
ち

に
正
し
い
筆
順
で
書
け
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、｢

あ
い
う
え
お
の
詩｣

で
、
ひ
ら
が
な
を
書
く
問
題
で
す
。
正
し
い

筆
順
で
書
け
て
い
る
か
を
確
認
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
最
後
ま
で
書
き
終
わ
っ
た
ら
、
声
に

出
し
て
全
文
を
読
む
よ
う
に
う
な
が
し
て
あ
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
第
１
回
、
第
２
回
を
通
し
て
、
お
子
さ
ま
が
書
き
に
く
そ
う
に
し
て
い
る
文
字
が
あ
っ
た

場
合
は
、
そ
の
文
字
を
ふ
く
む
言
葉
を
考
え
て
、
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
夏
休
み
中
に
ひ
ら

が
な
の
書
き
方
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

55ページ

54ページ

あ
お
む
し

ふ
ね

へ
い
わ
な

さ
か
な
の

す
い
そ
う

た
け
の
こ

か
ら
す
の

む
す
め
と

ら
い
ね
ん

な
に
い
ろ

は

ほ

よ

て

の

を
の
る

に

に

う
え

は
る

な
れ

つ
ち

き
く

い
く

と
る

み
る
の
ひ

お
る

こ
え

も
り

せ
み

ゆ
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